
岩疲其残の魅力語る
誓誓讐悪習悪霊山田さん夫妻講演

幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て

多
彩
な
分
野
で
活
躍
わ
紀
諏
訪
市

出
身
の
俳
人
、
岩
波
其
残
（
1
8

1
5
～
9
4
年
）
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
演
会
が
2
4
日
、
諏
訪
市
図
書
館

視
聴
覚
ホ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
其
残

研
究
者
で
血
縁
の
あ
る
山
田
昭
彦

さ
ん
（
哲
、
景
子
さ
ん
（
9
夫
妻

＝
同
市
豊
田
＝
が
「
岩
波
其
残
の

世
界
」
と
題
し
て
調
査
研
究
の
成

果
を
報
告
し
、
其
残
の
魅
力
を
語

った。其
残
は
十
宙
村
（
現
諏
訪
市
豊

田
）
出
身
。
高
島
藩
士
で
俳
人
の

久
保
島
若
人
に
学
び
、
ユ
ー
モ
ラ

ス
な
俳
画
や
卓
越
し
た
楽
焼
な
ど

で
才
能
を
発
揮
し
た
。
医
者
の
愛

人
だ
っ
た
9
歳
年
下
の
妻
美
智
と

恋
に
落
ち
、
表
訪
を
逃
れ
て
旅
に

出
る
。
2
人
は
1
0
年
余
り
諸
国
を

訪
ね
て
俳
人
と
交
わ
り
、
多
く
の

作
品
を
殊
す
。
再
び
諏
訪
に
戻

り
、
生
涯
連
れ
添
っ
た
と
い
う
。

昭
彦
さ
ん
と
貴
子
さ
ん
は
講
師

を
交
代
し
な
が
ら
、
其
残
の
旅
日

記
「
名
旧
真
写
」
を
通
し
て
、
其

残
と
美
智
の
旅
路
を
紹
介
。
昭
彦

さ
ん
は
「
其
残
に
は
三
つ
の
眼
が

あ
っ
た
。
カ
メ
ラ
ア
イ
、
透
視
眼
、

見
え
な
い
も
の
を
見
る
眼
で
す
」

と
語
り
、
多
く
の
対
象
を
瞬
時
に

捉
え
て
再
現
し
、
記
録
す
る
其
残

の
力
を
評
価
し
て
い
た
。

講
演
会
は
、
今
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
図
書
館
講
座
「
著
者
に
会
お

う
企
画
」
の
2
回
目
。
其
残
が
残

し
た
俳
詣
歳
時
記
の
復
刻
版
「
俳

詣
探
題
早
合
点
～
江
戸
・
明
治
を

味
わ
う
～
」
を
記
し
た
山
田
夫
妻

を
招
い
た
。
市
内
を
中
心
に
約
7
0

人
が
会
場
を
埋
め
、
其
残
の
足
跡

を
現
代
に
よ
み
が
え
ら
せ
た
2
人

の
話
を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

た
。
　
　
　
　
（
唐
沢
宏
）


